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附
和
二
十
九
年
八
月

一
H
に
泊
町
、
山
附
村
、
大
家
庄
村
、

南
保
村
、
五
簡
庄
村
、

山
崎
村
、
出
叫
村
が
合
併
し
、
そ
の
後
野

中
村
を
加
え
て
朝
日
町
の
誕
生
を
見
て
か
ら
満
十
年
の
記
念
す

’
ベ
き
日
を
迎
え
ま
し
て
感
慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

um
－

そ
の
wJ

初
は
処
々
に
合
併
し
て
新
ら
し
しY
町
が
で
き
た
と
は

山
間

一
云
え
、
当
町
は
地
域
も
広
く
、
各
町
村
の
笑
熊
を
見
る
と
き
、

8
W
一
湾
岸
地
区
、
山
間
地
区
、
平
計
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
が
異

f
w
一

な
り
、
経
問
力
に
も
を
海
が
あ
り
、
境
川
か

3
3
一

ら
棚
山
ま
で
長
大
な
地
約
は
な
か
な
か
同
雑

記
T

一

性
が
あ
っ
・
た
の
で
あ
り
ま
す。

町田月

一

し
か
し
、
当
崎
の
町
判
官
民
始
め
町
村
議
会

( 2) ひさあ第108号（賠訴＆~~~1)

躍進を期して.l~ 
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わが朝日町の

朝 日町長

本村本松

議
員
、
山
除
者
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
切
力

が
実
っ
て
、
こ
の
岡
総
伎
を
排
略
し
て
大
問

問
結
が
で
き
た
も
の
で
、
こ
の
た
め
に
筋
力

な
さ
っ
た
久
一
位
の
伶
大
な
功
縦
に
対
し
て
は

本
町
が
発
足
い
た
し
ま
し
て
か
ら
十
年
を

附
し
、
今
M
着
々
と
伸
張
の
一
途
を
た
ど
り

つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
町
民
各
位
と
共
に

山梨
に
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

合
；高

朝日町議会議長

坂

仰
の
仙
川
柴
を
似
し
滋
げ
ら
れ
ま
し
た
先
輩
各

村、

前
び
に
深
い
則
併
を
も

っ
て
微
多
の
囚

慨
を
氏
服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
町
民
各
位

に
対
し
、
開
問
く
微
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。今

日
、
社
会
経
怖
の
進
展
は
家
、に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
υ

こ
の
と
き
に
お
い
て
、
十
年
の
基
礎
殴
階
を
経
ま
し
た

’
朝
H
町
は
い
よ
い
よ
そ
の
成
長
期
に
入
る
こ
と
と
い
．
す
る
の
で

一
あ
り
ま
す
が
、
私
は
と
く
に
ι
守
口
十
年
の
試
制
と
鰐
．
験
を
議
礎

一
と
し
た
町
殺
を
真
剣
に
考
御
す
る
時
期
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

一
る
の
で
あ
り
ま
す
。

深
町
内
な
る
感
謝
の
窓
を
よ
似
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

合
併
後
十
年
間
に
お
け
る
制
日
町
の
歩
み
を
見
る
と
き
、
新

し
い
町
づ
く
り
の
仕
事
が
進
め
ら
れ、
・
道
杯
、
精
製
の
建
設
改

良
は
広
い
地
域
を
肋
間
的
に
も
篠
沢
さ
せ
、
お
互
い
に
親
近
感

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
支
所
等
も
脱
止
、
町
の

一
一
体
化
を
促
進

し、

捌
H
町
山
設
の
訟
能
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

教
育
へ
の
宙
一
点
施
策
は
人
間
噂
置
の
出
現
で
も
あ
り
ま
し
て

学
敬
統
覧
会
が
行
な
わ
れ
べ
今
後
に
お
い
て
も
合
併
の
積
嬰
な

課
題
と
し
て
実
施
を
見
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

産
業
部
面
の
振
興
に
つ
い
て
も
、

十
年
の
年
月
は
、
あ
ら
ゆ

る
点
に
長
足
の
進
歩
を
見
て
い
ま
す
。
惜
し
む
ら
く
は
的
岸
漁

奈
の
不
振
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
朝
日
町
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
今
伐
に
賊
さ
れ
た
大
き
な
謀
庖
・で
も
あ
り
ま
す
。

民
川
の

U
税
関
係
が
な
さ
れ
て
、
町
の
進
展
に
寄
与
し
て
レ

ま
す
し
、

凶山
道
方
聞
の
剛山
地
林
治
の
開
発
は
更
に
刷
け
ル
l
ト

の
制
限
允
開
発
と
結
び
、
町
の
将
米
に
脚
光
を
抑
げ
か
け
て
お
り

ま
す
。
な
お
朝
日
町
の
将
来
に
枇
い
を
い
た
す
と
き
国
治
八
号

綿
の
光
成
に
、
国
鉄
彼
線

U
化
も
近
く
実
現
さ
れ
、
町
の制限
光
資

源
が
充
分
開
発
さ
れ
る
崎
会
が
与
え
ら
れ
、
天
然
資
源
の
各
純

開
発
と
桝
ま
っ
て
叫
U
町
は
大
き
く
枇
臨
時
脱
さ
れ
る
こ
と
が

約
泌
さ
れ
て
い
る
も
の
と
即
時
似
し
、
町
民
久
的U
Wび
に
町
外
各

位
の
た
ゆ
ま
ぬ
協
力
を
偏
に
お
胤
い
す
る
伐
都
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、

地
問
的
な
条
件
や
、
ま
た
経
品
構
造
の
上
か
ら
し

で
も
、
実
に
多
岐
多
様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
山
、
長
併、

両
県
に
援
し
、
経
済
的
に
も
す
〈
代
的
に
も
、
ま
た
、
交
通
上
に

も
す
こ
ぶ
る
重
要
さ
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

現
ド
に
お
い
て
も
、
鉄
道
の
綾
線
化
や
国
道
の
終
備
が
進
め

ら
れ
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
産
業
道
路
の
新
設
等
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
ま
た
、

低
開
発
地
岐
工
業
開
発
促
進
法
の
適
用
を

受
け
て
、
先
進
都
市
と
の
経
然
的
格
走
を
縮
少
し
よ
う
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
こ
と
も
ご
東
内
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
州
多
年
の
願
頓
で
あ
る
也
源

開
発
の
挑
進
、
ま
た
は
、
天
然
ガ

ス
の
開
発
を
は
じ
め
、
町
政

は
積
磁
的
な
施
簡
が
誠
ぜ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

一
つ
現

念
な
こ
と
は
、
今
次
の
工
続
税・
放
の
不
成
功
で
お
り
ま
す
じ
位

転
し
た
乙
の
事
憾
の
政
拾
に
つ
い
て
は
、
全
力
を
あ
げ
て
あ
た

り
、
そ
し
て
今
後
は
苦
い
踊
験
に
か
ん
が
み
、
充
分
間
意
し、

な
お
、
さ
ら
に
、
酬H
I
M
W
進
の
基
ゐ
方
針
の
逮
叫
に
努
力
い
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

合
併
十
周
年
を
記
念
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
今
彼
ま
す
ま
す
貨

任
の
．
市
大
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
す
の
で
あ
り
ま
す

が
町
議
会
は
町
民
各
位
と
共
に
本
町
の一

層
の
発
展
と
町
民
生

活
の
向
上
に
ま
い
進
い
た
し
た
い
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

町
長
各
位
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
闘
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
入
、
一
朝
日
町
発
定
会
町
六
カ
村
合

一

体
合
併
）

一
八
、
二
九

町
議
会
議
員
救
び
に
町
長
逃

一

挙
執
行

〈
議
員
数
三
十
六
名
）

一
九
、
九

朝
日
町
初
議
会

一
一
一
、

三

合

併

祝
賀
式
世
列
挙
行

朝
日
町
釘
き
ま
る

第

一
川
町
民
体
育
大
会
開
催

一
一
、
二
O
町
小
村
編
入

一
・
；

・
八

町
議
会
議
員
制
欠
遇
税
軌

む
（
山
町
中
村
編
入
に
伴
な
い
議
凸
数

一

円
十
人
〉

－
＠
川
町
和
三
十
年

五
、

一

役
山
刷
機
階
改
市
（
併
せ
て
行
政
一

肋ザ－

mを
行
な
う）

六
、
二
O
広州側

「
あ
さ
ひ
」
創
刊
竹
苑

平
。

一
七
、
二
O
教
育
委
員
会
委
員
選
挙
執
行

一

（
委
員
数
四
名
）

一
九
、

一

宮
崎
支
所
廃
止
（
宮
崎
自
然
・
何

一

物
館
に
）

一
＠
昭
和
三
十
一

年

一
五
、
二
O
財
政
向
建
法
の
適
問
を
う
け

る
（
円
以
後
八
年
度
聞
に
財
政
を
い
内
総

す
る
こ
と
と
な
る
）

品
川
附
和
三
十
二
年

五、

ニ
O
金
凶
制
度
笑
施

一
七、

二
ハ

操
業
委
員
会
委
員
選
が

一

（
従
来
八
地
区
に
設
置
さ
れ
た
委
員

会
を
紙
A
「、

委
員
数
百
円
十
忽
宮
山

十
八
名
に
）

＠
附
和
三
十
三
年

＝
一、

一
七

町
民
大
会
開
催

〈
打
中
分
離
反
対
の
決
議
な
る
）

nJιaa
，nf』

朝
日
町
政
十
年
史

八、

二
O
町
ぷ
会
議
員
並
び
に
町
長
選

挙
執
行
（
議
員
数
凶
十
名
〉

一
O
、

一

位
設
課
を
設
け
、
議
会
に
は

事
務
局
を
日
く
こ
と
と
し
た

一
O
、
一

九

l
二
三
三
笠
宮
虻
殿
下
を

迎
え
第
十
二
一回
国
民
体
育
大
会
準
硬

式
野
球
大
会
を
開
催

一
二
、

一
O
町
民
相
談
室
設
置

一
二
、

一
九

肝

中

地
凶
の
分
総
投
票
が

行
な
わ
れ
た

一
二
、
J

一八
円
中
文
所
発
止

＠
附
和
三
十
例
年

て

一

野

小

川
仏
の
一
部
分
総

八、

一

六

家
庄
、
出
保
、
五
商
店
支
所

を
院
比

一
二
、
ニ
ムハ

制

H
町
℃
内
の
電
話
を
例

川
崎
に
統
合

一
二
、
ニ
八

山

的

、
収
支
所
防
止

＠
昭
和
三
十
五
年

四
、

一
泊
中
小
牧
及
び
境
中
学
私
統
合

六
、
一

消
防
聞
の
分
団
再
編
成

（従
来
の
九
幻
問
を
六
分
団
に
〉

一
一
、
ニ
諜
科
訓
台
の
統
合
な
る

＠
昭
和
三
十
六
年

九、

－
五

山川
山川
院
に
品料
館
児
室
を
設
証

一

て

三

O

町
一日
議

二
十
七
町
歩
込

怜

ν〈e
t
 

＠
附
和
三一
十
七
年

二
、
五

役

以
下
位初
崎
山情
改
善

（
窓
口
を
．

ぶ
化
し
て
住
民
サ
l
ビ

九
の
向
上
な
凶
る
）

入、

一

八

町
議
会
験
員
選
答
品w－び
に
町

長
選
挙
以
行
（
議
員
数
二
十
凶
名
〉

＠
附
和
三
十
八
年

二
、

一

役
叫
機
偽
改
革
（
町
長
室
新
設
）



朝
日
町
の
生
い
た
ち
…
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越
中
の
東
の
国
境
と
し
て
、
交
通
上
、

戦
略
上
北
陸
道
の
嬰
衡
に
あ
た
り
、
宿
場

町
と
し
て
も
砕
く
か
ら
開
令
さ
れ
た
泊
右

中
心
と
す
る
、
愛
本
、
山
川
見
、
判
中
、
大

家

5
、
山
崎
炉
、
市
川
断
、
五

m庄
、
訳
断
、

情
況
の
川
区
断
十
カ
町
村
は
、
十
い
く
か
ら
竹

政
上
件
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

↓

A
斗
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
わ
が
闘
の
復

興
が
急
速
に
進
み
交
通
文
代
が
向
上
し
て

く
る
と
、
よ
り
よ
い
発
凶
慣
を
期

E
T
す
る
た
め
町
村
縛
模
の
適
止
化

，
C

が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町

晶

4
’

村
合
併
促
進
渋
が
制
定
さ
れ

E
，

て
、
町
村
合
併
の
気
運
が
全
国

』
V
』

的
に
高
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
泊

1
1
1

R
核
合
併
の
動
き
も
次
第
に
活

T
’’

発
に
な
り
、
ぅ
余
曲
折
は
あ
っ

－

U

た
が
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
一

句
回
．

目
、
区
域
の
う
ち
大
家
庄
、
山

n
U

師
、
南
保
、
五
筒

F
、
泊
、
宮

4
E・

館
、
境
の
一
町
六
カ
討
が
大
間

r－
合
併
を
実
現
し
て
、
町
匁
は
北

R
Z
ア

μ
プ
ス
中
の

Z朝
日
吊
を

r
l
仰
ぐ
景
勝
の
地
で
あ
る
と
こ
ろ

明
閣

か
ら
朝
日
町
と
呼
称
し
、
新
発

足
し
た
の
で
あ
る
。

一
足
遅
れ
て
、
同
年
十

一
月
二
十
日
野

中
村
が
編
入
さ
れ
て
、
こ
こ
に
山
積
一
四

六
・
七
六
平
方
キ
ロ
（
以
下
面
械
に
つ
い

て
は
凶
有
林
地
得
を
除
く
）
人
口
二
四

・

七
七
二
人
、
似
し
帯
数
回
、
八
七
七
の
県
下

荷
数
の
大
町
が
で
き
あ
が
っ
た
。

そ
の
修
、
野
中
地
区
の
一
部
が
舟
見
町

に
合
併
す
る
た
め
分
離
し
、
前
樹
一
四
三
、

七
八
平
万
キ
ロ
、
人
口
二
二
、
八
五

O
人

世
帯
数
回
、

五
六
五
と
な
っ
て
現
在
に
重

っ
て
い
る
。
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(3) 

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
＆
が
っ
た
県
境

の
朝
日
町
は
、
農
薬
を
主
産
業
と
し
て
、

加
に
、
山
に
数
々
の
D
h
産
物
を
貯
え
、
山
豆

沼
な
制
党
費
税
に
ぬ
ま
れ
て
、
電
源
開
発

や
氾
下
皆
川
仰
の
開
発
等
、
作
々
た
る
閉
途

に
向
か
っ
て
新
し
い
町
治
り
を
地
め
て
い

る。

新

町

発

足

と

選

挙

新
町
初
の
町
務
会
動
員
及
び
町
長
必
挙

は
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
に
行

な
わ
れ
た
。

ハ
庶
河
川
分
A
F
F

笹

V

選
挙
区
と
議
員
定
叡

犬
家
庄
選
数
区

山
崎
治
水
区

南
保
選
挙
医

五
日
ほ
畑
山
挙
区

四四五五
名名名名

泊

高

挙

区

一
一
名

宮
崎
wm挙
区

四

名

廃

選

挙

区

三
名

計

三
六
名

つ
づ
い
て
、

野
中
村
の
編
入
に

伴
な

い
、
議
員
定
伐
を
四
十
名
に
改
め
、
補
欠

選
挙
に
よ
り
抑
制
中
刻
挙
区
よ
り
四
糸
の
議

員
が
選
挙
さ
れ
た
。

選
挙
区
制
の
廃
止
と

議

員

定

数

昭
和
三
十
一二
年
八
月
従
来
の
選
挙
区
を

腐
止
し
、
議
固
定
数
を
三
十
四
朱
に
縮
少

し
た
。

町

長

二
九
、
八
、
二
九

三
三
、八
、
二

O

三
七
、
八
、
－
八

金

森

吟

木

村

本

総

本
村
本
総
再
選

初代町長

金森吟氏

~ -

イ
＼＼

〉
、

h

、

F

J

J
＼
 

、、1
1

／
／

〆
gγ
・7
1

k
、

e

圃も

れ（
2

8

．
守

／
f

l
・
－ヘ
｝

μ

、ノ

”

e

・1？
ぺ
rrvJい
トリーーペべ）
J

r

に
／
／

γ
九一
町
γ
ヒ

、、
＼ 、

ー． ． コ

J
4

／

惨

／

正

け
ら
れ
た
委
員
会
の
う
ち
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
一

条
例
規
則
調
査
特
別
委
員
会

財
政
、
会
計
特
別
委
員
会

野
中
問
題
特
別
委
員
会

行
政
医
画
特
別
委
員
会

総
省
開
発
特
別
委
員
会

海
岸
浸
食
対
策
特
別
委
員
会

工
場
誘
欽
特
別
委
員
会

豪
雪
対
策
特
別
委
員
会

プ
ー
ル
建
設
特
別
委
員
会

富リ

議

長

二
九
、
九

三

一
、
九

三
三
、
九

三
五
、
九

三
七
、
九

（
議
長
）

消
水
伝
平

清
水
伝
平

米
国
吉
二

清
水
伝
平

小
坂

満

（
副
議
長
〉

米
回
古
二

柚
木
文
次

岩
谷
健
次

柚
不
文
次

酒

井

栄

議

会

の

委

員

会

議
会
の
常
任
委
員
会
は
当
初
、
純
務
、

文
厚
、
建
政
、
農
林
、
商
工
水
産
の
五
つ

の
委
員
会
が
設
問
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
動
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
後
改

廃
が
あ
り
、
総
務
、

厚
字
、
＃
開
業
、
強
談

の
四
委
員
会
と
な
っ
て
現
在
に
至
つ
－
て
い

る。
重
要
事
件
等
付
託
の
た
め
、

執

行

部

の
機

講

新
町
の
庁
舎
は
、
旧
泊
町
役
場
の

一
部

、

を
改
築
し
て
こ
れ
に
あ
て
、
企
画
、
牧
入

役
の
二
家
、
総
帥初
、
財
凶
初
、
税
務
、
民
生

建
設
、
農
林
、
商
工
水
手
の
七
民
お
よ
び

教
育
委
員
会
事
筋
局
を
お
き
、
関
山
町
岡
町

特
別
に
設



(4) 

機

構

村
役
場
に
支
所
を
設
け
て
、徴
税、
戸
頼
、

配
給
、
選
挙
等
の
事
務
を
n
付
設
す
る
ζ
と

と
し
た
。

の

改

革

昭 和 3g年 8月 I8 
月 初lj （毎月 108~行〉

昭
和
三
十
年
五
月

一
日
に
人
員
幣
理
と

機
構
改
忍
を
吋
な
い、

企
画
定
を
腐
止
し

て
一
室
と
し、

税
務
お
よ
び
財
務
課
を
併

せ
て
財
政
課
に
、
建
設
、
農
林、

商
工
水

産
課
を
隠
し
て
庵
策
課
を
設
け
、
従
来
の

七
謀
を
四
課
に
縮
少
し
た
が
、
そ
の
後
建

設
課
を
復
活
し
、
町
長
室
を
新
設
し
て
、

現
在
は
二
家
五
蝶
お
よ
び
教
育
委
員
会
窃

．
務
局
と
な
っ

て
い
る
。

ひ

一

支
所
の
廃
止
と
連
絡
所

当
初
七
支
所
を
ほ
い
た
が
、
附
和
三
十

年
九
月
に
宮
崎
支
所
を
股
ル
し
、
昭
和
三

十
三
年
十
二
月
に
は
野
中
立
所
を
、
附
和

三
十
四
年
八
月
に
は
大
家
庄
、南
保、
五
箇

庄
支
附
を
、
同
年
の
十
ニ
月
に
は
山
崎
、

境
支
耐
を
そ
れ
ぞ
れ
唆
止
し
て
、
遠
隔
の

地
で
あ
る
山
帥
、
大
家
正
、
岐
に
は
、
連

絡
所
を
設
け
て
い
る
。

さあ

区
と
町
内
会
及
び
班

第108号

区

叫

小

地
区

山

崎

地
区

大
家
圧
地
区

南

保

地

区

五
節
庄
地
区

泊

一
．
仇

泊
・

一

区

泊

二

区

役

川H

地
弘

宮

崎
別
以

廃

地

区

’十t
事例個

（制132判 月ae) 
第3樋鄭便物n?可

町
内
会

班

一一

一

一

一

一
二

五
三

一一

凶
八

九

三
二

九

三
六

一

一

三

七

八

附
ニ

－4

三
九

二
六
品
二

七

二

一

円

二

一

凶

八

一

一

・一円
凶

ますいて－え点、んなにー、ー

調

所得も

州統 的 得 忠良~）長

ヰ韮..!.1...7~立以L

3周2同定額

』~~ 7 3.7 ::; 3 4門

手先日 日lj
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町
財
政
の
う
つ
り
か
わ
り

合
併
当
初
は
、
い
わ
ゆ
る
新
町
に
差
引
き
な
お
不
足
制
が
、
一
、
ニ一一
二

な
る
た
め
の
経
費
や
、
持
寄
り
負
債

千

円
と
伝
っ
た
が
、
閉
和
三
十
二
年

等
の
た
め
、

一
時
的
に
い
ち
じ
る
し

か
ら
は
黒
字
と
な
り
、
そ
の
後
、
労

く
財
政
需
要
が
膨
濯
し、

赤
字
運
営

力
が
続
け
ら
れ
た
結
娘
、
経
J

併
の
げ

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ

況
と
紺
ま
っ
て
、
計
画
の
佳
終
作
皮

っ

た

。

で

あ

る

脳
和
三
十
八
年
に
お
い
て
は

昭
和
三
十
年
度
決
算
に
お
い
て
は

歳

入

三
O
六
、
五
間
一
千
円

歳

入

一
二

O
、
九
三
四
千
円

窓

山

三
O
三
、
八
五
六
千
円

歳

出

一
五
四
、
八
八
二
千
円

差
引
き
二
、
六
八
五
千
円

（
見
込
）

差
引
不
足

三一
二
、
九
凶
八
千
円
の
残
金
が
出
る
こ
と
に
な
り
、
川
政

と
犬
き
な
亦
ヂ
と
んは
っ
て
い
た
。

規
艇
に
お
い
て
も
約
二
、
五
倍
の
仰

昭
和
三
十

一
年
沢
川
に
闘
の
総
煎

び
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
相
呼
応
し
て
、
財
政
内
辿
肘
州
を

ぬ

入
の
・フ
ち
で
煎
嬰
な
制
代
官
山

策
定
し
、
新
し
い
町
1

ね
り
を
進
め
る
め
る
税
収
入
に
つ
い
て
は
土
決
の
と

か
た
わ
ら
、
財
政
の
此
全
化
を
図
る
お
り
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
五
年
か

こ
と
と
な
り
、
白
川
の
大
部
分
を
一内

ら
三
十
七
年
に
か
け

て
、
山側
川

m

山叫山肌
に仲川
付
え
た
。

一
、
第
二
、
第
三
の
発
電
所
が
山
政

当
時
昭
和
三
十
一
年
度
決
都
で
は

さ
れ
、
取
も
大
き
な
税
財
．狐
と
な
っ

成

入

一
七
二
、
凶
六
七
千
円

て
い
る
こ
と
は
、
十
年
の
歩
み
の
中

政

山

一
七
三
、
六
九
八
「
問

で
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

持控q) 口人

20.伐）（）
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レ
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ダ
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に
よ
る
》
場

窓
口
事
務
の
統
合
が
行
な
わ
れ
た
。
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(35.3) 

(35 3) 

(37 .1) 

境川第一発電所

境川第三発屯所

境川第二発配所

（お下）

（左上〉

〈布上） 通 信防、消通ヲ＆；：：
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I f~lil,i［し他 ｜

｜川ト ！

先

力

？在

電

4・1J ｜年間発生屯力量 ｜

K¥¥.I KWH 

26 ~60 

35.200 

25 230 

87 2リO

発電 所 名 ｜最 大出

5 .100 

lG 000 

5 100 

fj 700 

淀川第二発屯所

境川第一発冠所

境川第三党日正月「f

a炉
E

’
号
回

一朝
日
町
消
防
十
年
史

昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
町
村
合
併
と

共
に
、
朝
日
町
的
防
附
が
結
成
さ
れ
、

過

去
十
年
間
、
町
発
川
択
の
脱
山
人
と
共
に
、
科

学
的
防
の
剛
容
拡
充
に
力
を
一山ぎ
、
町
内

各
地
医
に
的
火
怜
や
貯
水
池
の
綾
川
と
北
ハ

に
、
近
代
的
な
消
防
政
の
配
向
訴
が
な
さ

れ
、
着
々
と
そ
の
事
備
強
化
が
行
な
わ
れ

て
き
た
。

三
十
四
年
に
は
梢
防
本
部
に
、
三
十
七

年
に
は
旧
地
比
に
そ
れ
ぞ
れ
ジ
l
プ
引
消

防
自
動
車
の
配
皆
、
二
十
六
年
に
は
的
防

本
部
に
終
結
設
備
が
な
さ
れ
、
機
脚
力
を

い
っ
そ
う
怯
化
さ
れ
る
に
主

っ
た
。

そ
の
後
も
的
防
向
動
車
及
び
小
刑
制
力

ポ
ン
プ
を
れ
地
区
に
明
白

a

し
、
こ
の
川、

県
及
び
県
川
防
凶
開
会
よ
り
三
叫
に
わ
た
り

優
究
的
防
団
と
し
て
表
町
仰
を
・
つ
け
た
。

昭
和
三
十
二
年
十
月
一
日
越
中
宮
崎

駅
が
新
設
さ
れ
、
産
業
、
観
光
開
発

に
一
段
の
威
力
を
加
え
て
い
る
。

昭和34年4fl 1 I 1から城山田上にマ

ヨンの全！~中継． 主要都市問の這~.~!!P 

時化に役立っている。

イタロクエープが開設され‘テレビジ

‘ー

の
J
』
細
川
マ
ヲ
九
V
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↓

病

院

今
併
時
の
山
山
川
院
は
県
立
で
、
内
科
、

外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
耳
鼻
い
ん

こ
う
科
、
眼
科
、
理
診
科
の
七
科
、
牧
容

定
数
一

O
O人
、
当
時
の

一
臼
平
均
入
院

山
中
者
一

O
八
七
、
外
来
患
者

一
六
九
名
で

あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
四
月
県
立
か
ら
組

合
点
泊
病
院
と
し
て
発
足
、

三
十
四
年
凶

月
町
立
と
な
り
、
忠
者
崎
容
定
数
’一
二
三

人
と
な
る
。一
二
十
六
年
五
月
産
児
棟
を
地

説
、
定
数
一
三
一

人
と
な
り
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
開
和
三
十
八
年
度
一
日
平
均
入

院
忠
者
は
一

閉
九
名
、
外
来
忠
者

一
五
三

忽
で
あ
る
。

常

設

保

育

所

合
併
問
は
、
泊
第

一
保
育
園
、

泊
第
二

保
育
閣
、
桜
町
、

赤
川
保
育
所
の
四
カ
所

で
あ
っ
た
が
、
合
併
妙
、
年
々
急
速
に
増

．
一
く

ら

-+ 

定員12也椛で、現在8世．帯、21人が

入所している。

1カ所に捌め、昭和36竿3月総工費

3.875千円を投じて新築され、l肱容

従来2カPfに設置された母子寮を

季

節

保

育

所

-+ 

昭和37年より3カ年計画で儲町地内、

敷地約 2.300坪を確保し、昭和37年
度第 lMl・6戸、第2種目戸、エ費

9605円で建設し、 続~~丈回型句年
度においてー建設費 959万円で第2種
20戸の建設を完了した。

さらに昭和40~度には10戸建設の

予定である。

ー＋

農
繁
期
に
お
い
て
1

農
耕
や
仕
事
に
忙

殺
さ
れ
、
家
庭
に
お
け
る
保
育
に
欠
け
る

寮

ー』

七

さ

住

し

を

豊

子

か

に

す

る

た

め

に

営

のた南設
予ま。保さ
定 た 、れ
で 、 官 、

あ本崎小
る隼保川
。馬主 育 、

は所笹
山六川
崎 カ 、
保所大
背が家
所新圧
を 設 、

新 さ境
設れ、

児
童
の
福
祉
嫡
進
を
閃
る
た
め
設
け
ら
れ

た
春
、
秋
二
回
の
季
節
保
育
所
は
、
現
在

山
崎
地
区
を
中
心
に
児
童
数
一
七

OOF、

七
刀
両
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

母

公

あ

？ 清掃事 業
昨年6月末に鉄筋コン クリー トj供芥焼

却場が完成、その焼却能力も 1日に 5.5
トソ、約 1).000人分のゴミが処即でき
る。本年4Flには晦芥車0.5トン〉を1
台購入し、 術生都市づくりの第一歩を踏
みだした。 ↓ 

合併当時の簡易水道給水状況は、

泊地区の横尾水道、j{・j!'f地区の竹の

内1！－：追にすぎなか ったが、そのi去、

姪谷、大家正、宝田舟川新‘南保、

笹川、境、 大平の7カ所に設置し、

現在9カ所、 給水人口8.200人に及ん

でおり上11く道計画も着々と進められ

ている。

第108号

道水

（昭和32年8月8目）
第3種魁便物毘可

易簡？ 
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2 プ ~w
z夕 す
l る

さ

農
業
技
術
指
導
の
中
心
機
関

朝
日
町
農
相
地
セ
ン
タ
ー

の
伸
容

あ

‘ーー

第108号（附和32年8月8日）
第3樋瓢便物認可
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いる化レはもな殊 一ー一一ー りで供

芸留 0 ~ ~ ~~ 2 三富 生産を高めるために 左~~誌
な作 力 I "L 機 、 。同 • ・ e …..... e …句。 ． ．っし当当
ど目 設がつが定 地 てたに拘
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業農

伸
び
を
訳
し
て
い
る
。

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
合
併
当
時
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
同
後
で
あ
っ
た
が
、
三
十
八
年

に
は
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
用
え
、
昭
和
四

十
五
年
ま
で
に
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
伸

ば
す
計
嗣
が
た
て
ら
れ
、
三
十
八
年
に

舟
川
新
に
球
似
貯
蔵
所
を
新
設
し
て
、

健
良
州
球
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
c

そ
さ
い
で
は
三
十
七
年
に
そ
さ
い
長

興
会
を
結
成
し
て
三
十
余
乞
の
会
員
が

共
同
育
．

m、
共
闘
出
荷
で
小
樽
撲
な
が

ら
川
目
安
な
歩
み
を
見
せ
て
い
る
。

窃
政
で
は
飴
勝
、
養
豚
、
部
骨
鶏
が
主

な
も
の
で
あ
る
が
、
山附
良
で
は
大
家
庄

陥
段
、
朝
日
午
羽
、
ア
ル
プ
λ
刻
袋
の

三
者
が
昭
和
三
十
七
作
に
合
併
し
て
、

県
別
、

川判
明
、
凶
売
な
ど
を
行
列
叱
し

て
版
以
を
あ
げ
て
い
る
。

乳
牛
頭
数
百
二
十
頭
間
後
で
自
立
っ

て
刷
加
し
な
い
が
、
役
肉
牛
の
育
成
団

地
造
成
で
今
後
の
糟
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る。

議
服
養
鶏
も
仙
絡
の
変
動
に
よ
っ
て

数
量
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
上
向
織

を
た
ど
っ

て
い
る
。

新
し
い
事
業
で
は
三
十
八
年
度
に
お

い
て
イ
モ
乎
病
防
除
の
空
中
撒
布
を
行

っ
た
。

富
山
県
で
初
め
て
の
広
域
撒
布

で
山
間
的
を
除
い
て
全
町
慰
布
し
て
、

農
業
の
近
代
化
と
労
力
不
足
の
解
消
に

一
役
を
買
い
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
二
機
を

使
用
し
月
撒
街
円
山
内
は
五
日
間
、
撒
布

後
の
五
日
刊
は
知
世
間
状
態
で
こ
の
環
境

の
中
で
安
令
山
砲
さ
せ
る
と
い
う
生
躍

的
効
県
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
農
恭
構
的
改
善
事
業
も
三
十

八
年
度
に
指
定
を
う
け
、

三
十
九
年
度

か
ら
実
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
桜
町

が
そ
の
指
定
帥
民
と
な
っ
た
。

総
ヱ
m
R
九
、
九
五
六
万
円
で
、
土
地

基
盤
幣
備
五

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
近
代

化
地
設
〈
籾
牝
娘
施
設
等
）
と
に
付
け

℃
行
な
あ
れ
る
。

一、
森
林
組
合
の
合
併

ー＋

山
林
資
源
開
発
を
目
ざ
し
て

間
泊
し
た
化
防
林
泊

県
弘
山
林
コ
ン
ク
ー
ル
一
位
に

入
代
し
た
治
井
谷
町
営
造
林

山
崎
、
間
保
、
蛭
谷
、
笹
川
、

民
の

五
つ
の
森
林
組
合
が
昭
和
三
十
四
年
三

月
に
全
町
一
森
林
組
合
結
成
の
仮
調
印

し
、
同
年
十

一
月
明
日
町
森
林
組
合
が

一誕
生
し
た
G

組
合
員
数
一
、
三
二
五
人
、
出
資
口

数
五

O
一
六
U
、
山的
資
額

て
五

O
四
、

八

O
O円
役
員
一

八
化
職
員
三
名
で
発

足
し
た
。

一一、

山

事

業

:A 
，ロ

的
、峻
な
山
と
笠
附
多
古
の
本
町
で
は

治
山
治
水
事
業
は
年
々
一
期
加
し
て

い

る
。特

に
七
山
一慌
の
大
山
肌
や
剛
氏
石
谷
、

池
／
版
の
地
す
べ
り
は
ど
、
災
山
防
止

に
多
制
の
凶
賀
県
析
が
批
ぜ
ら
れ
て
い

る。一一、
林

道

林
業
経
営
の
んロ
斑
化
は
林
道
の
繋
備

に
あ
る
の
で
、
剛
山
、

災
七
谷
、
地
の

原
等
に
通
ず
る
林
道
の
閲
・設
、
改
良
、

担
書
信
旧
を
行
な
っ
た
。

四

奥

地

林

道

北
叉
谷
読
叫
の
資
源
開
発
の
た
め
、

小
川
元
湯
よ
り
二
、一
ニ
二
六
米
の
林
道

が
県
営
事
数
で
昭
和
二
十
九
本
に
完
成

し
た
。

つ
づ
い
て
附
和
三
十
年
か
ら
世
杯
岩

の
励
行
に
移
り
、
附
和
三
十
八
年
ま
で

に

一

て

六

O
九
氷
が
完
成
し
た
。

総
工
費
一
問
、
二
三
凶

万
円
で
、
快
適
な
自
動
車

道
路
が
で
き

t
Fり
、
資
掠

開
発
と
観
光
を
報
ね
べ

一一

石
二
鳥
の
効
果
を
あ
げ
て

いマ
hv

。

業：林
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第3種鋭便物al~ υ1

ー令

笹

川

七

草

花

治

山

砂

防

司法
制
批
の

完

成
i告書防止と沿岸緑地帯の~il去を目ざして 、

防潮林の育成（泊iiij/j・'.) 

着々と近代的設備を整える宮崎漁港
↑ 

a《『

ナ
イ

ν
ン
を
合
凶
に
一
洋
に
乗
り
出
す

わ
か
め
と
り
の
舟
歌
凶

』ヨ炉

町
民
の
動
物
た
ん
白
源
と
脂
肪

の
補
給
に
活
服
す
る
朝
日
簡
易

と
V

相
場

わ
ら
以
を
ま
ぶ
し
て
伝
統
の
加

工
を
防
相
さ
れ
た
わ
か
め
は
美
し

い
黒
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
織
り
な

し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
砂
配

に
丸
山
間
さ
れ
る

観
光
朝
日
町
は
四
季
を
地
じ
て
天
然
の
観
光
資

諒
に
恵
ま
れ
、
中
部
山
岳
国
立
公
開
の
北
端
に
位

置
す
る
白
山
岳
か
ら
高
山
組
物
の
咲
き
乱
れ
る
朝

日
爪
を
経
て
、
北
叉
谷
、

’j

－

自
然
美
と

越
沼
航
、
小
川
両
泉
へ

L
E
M
J
高
原
の
清

1

－
 

の
登
山
コ
ー
ス
は
そ
の

－
i
『

J

・
世
間
な
大
気

変
化
に
ぷ
ん叫
ん州知
女
的

’－・

に
ふ
れ
つ

つ
、
笠
山
の
耐
醐
昧
が
得
ら
れ
、

ほ
ん
年
急
巡
に
利

m去
を
増
し
て
い
る
。

ま
た
計
崎
川
城
跡
城
山
川
全
中
心
に
天
然
記
念
物
鹿

島
納
浪
、
宮
崎
前
洋

一
帯
は
、

自
然
博
物
館
と
な

っ
て
お
り

・・

し
、
加
帯
性
、
来
性
の

舵
内
に
は

同
国
防

動
間
物
が
成
育
し
て
い

；

・

名
・A
、
大

h
a
E
・

て
全
館
観
光
地
帯
と
な

州引
が
繁
伐

，
；：
ー

っ

て
い
る
。

ま
た
文
化
は
刊
く
古
代
人
の
遺
跡
、
時
史
的
な

神
社
仏
閣
と
、
こ
れ
ら
に
保
存
せ
ら
れ
た
文
化
財

が
数
名
く
あ
る
じ

雄略l；目iJJI;・ in上よ り立山連峰の眺望
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ー－＋泊小川温泉は泊のゑ郎、n~ りょう山抗にあり 、大浴場をはじ

め多く の大小家臨風呂を向し、辿IIUl光容で賑わっている。
↓ 

／卜
I II 
丸二

湯． ノぺ
然

ν 岩
－·~ .l!f~ 

昌

宮
崎
降
、
タ
ラ
の
浜
崎
・
0
C

制
H
町
の
凪
物
持
と
し
て
、
ま

た
似
の
川
市
と
し
て
欠
く
こ
と
の

で
き
危
い
も
の
の

一
つ
で
あ
る
ら

ー参

向
水
浴
場
、
タ
ラ
の
浜
札
川
で
列
名
・な

宮
崎
伽
伴
は
、
辿
刊
の
ハ

イ
キ
ン

グ

彩
、
州
問
先
小
ん
で
似
わ
っ
て
い
る

。と

光

4『

除
ら
レ

h

川仲一肌・
川
崎
川
断
城
山
の
眺
回
一

は
富
山
平
野
と
－大
崎
税
不
知
を
ト
ムわい

－
望
に
山
町
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま

た
キ
ヤ
ン
パ

ー
の
た
め
の
バ

ン
カ
ロ

ー
も
在
留
さ
れ
て
い
る
。

商

工

観

ーー〉

川
一民
紡
拍
白
川
工

m，の
令．容

‘ー『

伯
尚
山
街
泊
り
の
一
郎

釣
り
と
キ
ャ
ン
プ
に
最

適
の
棚
山
。

ポ

I
ι
JA明
ト
．遊
覧
も
計

回
さ
れ
て
い
る
。

n
J
ι
a川
守

「
同
U
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合
併
後
、
ま
ず
般

土

木

、
初
広
考
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
町
の
一
体
化

を
は
か
る
た
め
、
都
市
計
画
が
な
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
重
点
蹄
策
の

一
つ
と
し
て

橋
の
新
設
、

架
替
に
震
点
が
お
か

れ
、
本
年
度
を
も
っ

て
、
過
去
五
カ

’

年

に
、
ト
朝
日
橋
新
設
を
始

た

め
、
既
設
の
木
橋
を
全
部
ぷ

J

久
腐
と
し
て
架
設
さ
れ
た
。

｜

都
市
計
闘
は
、
昭
和
三
十

申
6

・
四
年
六
月
、
区
域
決
定
が
終

り、

昭
和
ご
一
十
五
年
街
路
の

り

計
画
決
定
を
や
け
、
昭
和
三

！ま

十
六
年
よ
り
街
路
の
事
業
に

・4

着
宇
し
た。

く

着

宇

の
際
、
路
線
の
選
定

：
に
あ
た
っ
て
も
一
体
化
と
い

e

う
こ
と
が
優
先
し
、
駅
と
小

こ

川
左
岸
を
棋
ぐ
草
野

t
大
家

；

庄

線

が

着
工
を
み
た
も
の
で

ナ
句

来
年
度
を
も
う
て
完
成
す
る

｝

υ
予
定
で
あ
る
。

d

次
に
過
夫
十
カ
年
間
の
災

－」

害
の
大
き
な
も
の
は
、
昭
和

〉

三
十
四
年
八
月
、
集
中
豪
雨

d
‘

に
よ
り
、
桜
川
、

k
流
川
が

ま
司

氾
濫
し
、
相
当
の
被
害
が
出

」
A
l

た
が
、
同
の
時
別
補
助
に
よ

・
も

り、

以
剖
の
素
刷
り
の
川
宏

E
4
練
石
積
護
悼
と
し
て
完
成
し

P
E
昭
和
三
十
六
年
の
境
山
氏
金

話
国

剛
川
の
匂
器
も
県
常
事
業
と

．
．． 

し
て
工
事
を
仰
と
っ
し、

常
壁

が
期
さ
れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
外
、
町
の

総

計

聞

に

も

闘

連

あ

る

同
官
、
民
営
の
仁
木
事

業
の
問
、
特
に
、
栴
印

浸

食

対

策

は、

昭

和

三

十

六

年
以
降
草
野
、

赤
川
海
浮

は
田
直
結
事

業

と

し

て

工
事
が
進
め
ら
れ
、

近
く
完
成
の
予
定
で

あ
る
。

建

員文

月 山 ～三枚橋を 結ぶ朝日橋の｛章容

ー＋

街
路
事
業
の

一
環
と
し
て
完
成
し
た

菅
野

t
大
家
庄
線

橋梁：

…
都

市

計

画

げ
は
食
さ
れ
た
亦
川
前
山
洋

‘ー『

失

業

対

策

事

業

当
町
の
失
業
対
策
事
業
は
合
併
前
の
旧

～泊
町
時
代
の
昭
和
二
十
五
年
度
よ
り
実
施

し
て
お
り
、
当
時
失
業
者
約
五
十
名
を
も

っ
て
発
足
し
た
。

事
菜
の
内
本
は
土
地
特
備
事
業

〈
小
丸

山
公
園
の
拡
張
工
事
〉
や
衛
生
同
設
格
備

事
業
（
下
水
協
の
江
滞
・か＋＋
．で
他
に
月
間
路

幣
階
事
業
や
刷
出
必
用
施
設
特
備
事
業
を
実

施
し
、
町
の
直
営
工
事
と
し
て
今
日
に
．金

っ
て
い
る
。
〉

な
お
、
タ
ー

ル
防
塵
工
事
へ
間
易
斜
装
）

は
三
米
以
上
の
町
若
約
一一－十
万
平
方
米
の

…
道

路

…
内
次
頁
図
表
の
・’ど
お
り

一
割
に
も
満
た
な

い
が
、
今
後
期
待
す
べ
き
事
業
と
芳
え
ら

れ
る。現

在
就
労
人
員
は
三
十
二
名
で
、
事
策

費
は
次
．
民
間
茨
の
と
お
り
で
あ
る
。

↓
完
凶
刊
を
見
た
剛
造
八
号
線

新
小
川
楠
よ
り
月
山
、
平

柳
方
面
を
唱
む

…護
岸

完
成
し
た
γ
八
屋
前
川
岸
の

』
防
仲
間
収

η／
』

nu，n
h
u

観
光
道
特
の
彬
焔

〈山城
山
線
の
簡
易
舗
装
工
事
）
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(11) 

豪雪、災害に備えてドーグνヨペル

〈重量12屯パケット容量l.2m3)

平後は土木事業に活躍・4

～主治

改修なった南保外二地区用水

（延長3.460m)
？ 町遁橘の新設永久イヒ~1lt. T：： 橋梁

朝
日
町
管
内
道
路
整
備
概
況

制
H
町
内
道
路
の
大
動
脈
、
新
国
道
八
号
線
の
新
設
と
あ
い

ま
っ
て
、
園
、
県
道
の
改
良
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

町
道
に
お
い
て
は
、

注
年
念
願
さ
れ
て
レ
た
主
要
橋
梁
も
新

投
改
良
さ
れ
た
。

災

害

復

l日

事

業

昭和三十四年八月二十六日の大豪雨災害により佐川

支流の七重谷川がはんらんし、河川農削が一望河原化

したが、三カ年間により完全に復旧した。

格 名 橋浸
現 t莫

工事費 殉行年度 璃 要巾員延 ．長

朝、目白雪 永7.-..捨
M ト4

都草市野五十～画太街宰庄路線， 5.5 1271 13,330 34～35 

上朝日橘 ホ橘 2・7 109.5 4,680 34～351谷～岩崎線

高 ’橋橘 7lて久橘 5.5 19.0 3,070 36 販町ι 下山新線

主舟川尚、 周 5.5 17.0 2,470 37 越～花房線

下肝橘 用 2.7 23.4 880 39 藤t窓～下野線

、．

1童 11 J 規 F莫 工事費 施行年度

ロ蔓 芹 議岸欠t裏 518.4
門

15,430千用 35～37 

’農 ~tl!. Jt矢．埋没 9.6友 1,730 37 

内

・
・
・

輯

詰

責

戸
い
勺
」

歯

由

』

R

n
o」
民

尾

長

:t る

，.，，.，”＇＇＂ 
m‘呈~·－··－・
... ,.1’”時．
'''" '"'' 
町2・仰，，砂..
＂・，，，
f久良明、..... 

:J.L 

町宮内の活路盤f岨傾：z

叫叩i

捻詩締本
9'-il lltl:tt！~J.米紙キ就互tj1§1）争指協ゆtt::

H
VU
街
路

宮T

~ 
町

近 、』E

四 j

事

戸一 ／ 

,.,. """ 

4 .，棋，＿
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大
き
な
夢
、
実
山
崎
可
能
な
山
み
？
を
托
さ

れ
て
朝
日
町
が
発
足
し
て
十
年
、
新
町
の

最
大
の
魅
力
は
一
町

一
村
で
な
し
得
ぬ
大

き
な
事
業
が
な
し
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
教
育
の
面
で
行
な
っ
た
事
業

を
顧
み
、
そ
の
感
を
多
少
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
遺
憾
な
こ
と
は
、
野
中
の

分
離
の
問
題
が
そ
の
児
童
に
毎
え
た
不
幸

で
あ
る
。
そ
の
他
は
、
山
崎

に

小
学
校
の
増
改
築
を
は
じ
め

’

多
く
の
品
川
設
等
の
改
均
新
築

M
m

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に

』
』
一

代
併
の
体
力
を
示
し
て
く
れ

4
J
一

て
い
る
。

る

と

山

崎

慨

は

品

川
に
小
利

，‘

あ

な
粂
件
を
逆
に
出
川
し
た
姿

h
u
’

に
お
い
て
増
改
築
さ
れ
、
県

’

l
下
で
も
M

仰
に
見
る
張
勝
の
環

具’
h

あ

協
慨
を
か
も
し
出
し
た
。
悔
か

A
、

の

ら
速
い
大
家
庄
で
は
、
国
民

ノ

：

皆
泳
の
線
に
添
う
住
民
の
総

ト

ト

会

意
に
よ
り
、
プ
ー
ル
が
そ
の

Z

O
小
学
校
に
新
設
さ
れ
、
山

田
H

寸

崎
、
五
商
圧
ま
で
そ
の
恩
恵

’
f

習

に
浴
し
て
い
る
。
宮
崎
校
の

d
c
教

屋
体
が
老
朽
の
極
に
達
し
、

圏、

一

五
簡
圧
校
の
屋
体
は
近
代
体

C

一
育
に
不
向
な
困
が
劣
く
、
共

れ

ν

に
そ
の
改
築
が
久
し
く
要
望

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ

よ

が

Z
Zな
っ
た
こ
と
は

そ
の
児
滋
た
ち
の
体
位
向
上

は
も
ち
ろ
’
何
校
下
民
和
楽
の
道
場
の
・抵

昧
に
お
い
て
も
ま
こ
と
に
賀
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
更
に
体
育
の
場
と
し
て
重
要
な

位
置
に
あ
る
小
川
中
学
校
グ
ヲ
ウ
ソ
ド
の

大
拡
張
の
実
現
し
た
こ
と
も
限
り
な
い
喜

び
の

一
つ
で
あ
る
。

体
位
の
向
上
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

共
に
栄
養
改
善
の
こ
と
が
そ
の
裏
づ
け
と

昭和 39年 8月 l日
月 刊〈毎月10日発行〉ひきあ第108号（塁猪：£~＆~）

し
て
不
可
欠
の
安
紫
で
あ
る
。
こ
れ
も
金

町
民
の
方
々
の
高
照
な
ご
器
解
の
も
と
で

学
校
給
食
全
而
突
向
と
な
？
た
こ
と
は
知

能
の
ゆ
進
か
ら
も
群
ぶ
ベ
女
－

J

紫
紺
の
一
つ

で
あ
る
。

泊
小
、
泊
中
、
泊
高
と
川
の
中
心
部
に

学
校
街
が

d
dに
さ
れ
て
い
た
ャ
」
と
は
教
育

環
境
の
川
町
雰
附
一
気
を
つ
く
っ
て
は
い
た
が

狭
山
地
な
地
域
に
て
い
似
し
、
向
き
の
と
れ

ぬ
形
で
あ
り
、
三
山
？
と
も
不
自
由
な
生
－
佑

－W
』繰
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
釘
解

策
と
し
て
泊
中
学
校
と
境
中
学
校
の
統
合

案
が
係
択
さ
れ
た
U

滋
多
の
附
鍬
を
の
り

珂
え
、
風
光
川
畑
な
上
横
尾
の
地
に
近
代

的
政
引
を
水
す
統
合
泊
中
学
校
の
校
合
が

組
設
さ
れ
た
。
そ
の
初
台
内
一
行
も
そ
れ
じ

作
な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
つ
つ
、
原
体
と

一

学

校

そ
れ
に
グ
ラ
ン
ド
時
叫
ん
備
を
進
め

・

音
楽
第
、

－－、。

ふ
h
B
U
V学

校
関
山
加
で
将
央
に
列
さ
れ
て
い
る
最

も
邸
一
大
往
問
閥
は
学
童
数
の
溺
減
に
よ

る
小
学
校
の
統
廃
A

戸
円
で
あ
る
。
全
町
民
の

方
々
の
大
川
的
な
高
所
か
ら
の
与
論
を
待

つ
。社

会
休
育
に
お
い
て
は
、
休
協
が
中
絞

と
な
り
漸
次
振
興
の
気
持
一に
あ
る
。
同
体

の
準
硬
式
好
球
が
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
レ
て
行
な
わ
れ
た
の
会
契
機
に
、
二
回

に
亘
り
そ
の
拡
張
が
な
さ
れ
、
町
民
の
活

用
に
備
え
ら
れ
て
い
る
。
全
町
民
の
方
々

の
ご
協
力
に
成
る
町
営
プ
l
作
が
、
令
－町

民
の
皆
さ
ま
に
減
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
の
正
也

と
し
て
、
そ
の
削
醐
昧
・
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
準
い
で
あ
る
。

教

育

｝

l
jj

；； 

宮
崎
小
屋
体
の
改
築

老
桁
化
し
て
き
た
宵
崎
小
学
筏
屋
内
運

動
場
〔
明
治
四
十
一
年
建
築
〉
の
改
築
が

地
元
民
か
ら
強
く
．要
望
さ
れ
、
町
当
局
に

お
い
て
も
、
危
険
建
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
校
舎
で
は
十
分
な
体
育
指
導
も
で
き
な

い
の
で
、
県
教
委
と
交
渉
の
れ
川
県
、
国
庫

補
助
対
象
校
の
認
定
を
M
V
（け
、
鉄
骨
の
屋

内
運
動
場
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭

di二
十
五
件
人
月
二
十
四
日
着
工
、
周
年

令

一
＆

一汁

V元
成
し
た
。

ー
八
山
地
築
状
況
〉

と
り
こ
わ
し
坪
数

新

築

坪

数

一
一
二
、
四
坪

一
一一
七、

O
叫

大家 庄 小 ブー ）1,..建 設

大家庄小学校は｛；1；に泣く 、！li:t起が川で泳ぐのは危険

であり 、しかも水泳出噂もできないため、、大家庄小

学校PT Aが中心となってプール建設計画が進めら

れ、地区民の賛同を得て25711ルプーノレを建設、昭和33

4三6月完成した。
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和
相

一

昨
月
一

ひさあ

建築坪数

ー司令

老朽伎の舎山崎小学校々会改議工事は、昭

和31年11月16lcl より 、 II？~和33年 5 Ji31 1J まで

の3年問、継続事柴として、j計叉姐：設綜式会
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社、』lij越土挫株式会社により施行された。

山崎小 学校々舎建築

~mos号

G 9 3坪

（附叩年8月81:1 抑制便物＆F•i)

小
・
中
学
校
の
完
全
給
食
実
施

児
監
生
緋
の
体
位
向
上
と
、

食
生
活
の
改
善
を
旬
的
に
、
附

和
二
十
九
年
学
校
給
食
訟
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
や
、
十
年、

こ

三
で
、
朝
M
町
管
内
の
学
校
給
食
の
歩
み
を
み
て
み
る
と
、
附

和
二
十
八
年
十
パ
大
家
庄
小
学
校
を
皮
切
り
に
、
パ
ン
、

ミ

ル
タ
P
副
食
の
一・
£
ー立
の
光
全
給
食
が
次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

た。

実

施

年

山

状

泌

昭
和
二
十
八
年
十
月

。

二

十

九
年
六
バ

三

十

年
七
月

。

七
月

。

九
月

。

十
一
月

。

十
二
凡

三
十
二
相
中
凶
川

’

’su
’AJ
 

J

り

，

a
，〆rド’’

o

九
月

三
十
六
年
五
月

三
一十
七
年
九
月

，， ，， // ，， ，， ，， 。。。。令ーー

大
家
庄
小
学
校

五
筒
庄
J

小
学
校

南

保

小
学
校

佐

川

小
学
校

泊

小

学

校

宮

崎

小

学

校

雌

谷

分

校

山

崎

小

学

校

F
I
G

－川、，
．h

’fa、

ふ

ム

ツ

パ

．
w
j
ι
し

い

人

以
E

分

校

h
t
』
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h
f
・
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i

i
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教室の不足が生じたので、 昭

次のとおり構築工事が施工

1 5 0坪

2 0符

3 7坪

1 7坪
2 2 4 l7f・

株式会社1白木工所

小川中学 校々舎増築

生徒数の急附により 、

和34年、昭和初年の 2目、

された。

く事1回増祭i大詰l>
教~ t!li 125!t 
渡 医fi 下 1 5坪
使 J')r i a坪

計 15 3 ~手
請負業者 両越土建株式会社

く第 2回増策伏況〉

教室糠

渡廊下

給食 箆

便所
計

請負業者

l!ll 

瞳E

nI』泊川崎．マ’’
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↓
み
ん
な
の
力
で
こ
ん
な

立
派
な
中
学
校
が

昭
和
三
十
六
年
を
加
点
に
、
附
和
一二
十

七
年
よ
り
生
徒
以
が
例
年
減
少
の

一
冷
．を

た
ど
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
朝
刊
町
で
は

新
町
住
設
計
画
の

一
環
と
し
て
、
学
校
の

続
時
代
を
盟
授
、
ま
ず
泊
中
学
校
と
堤
中

学
校
の
統
合
計
悶
を
た
て
た
。

昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
三
日
の
町
議

会
で
、
統
合
の
案
件
は
満
場

一
致
で
可
決

さ
れ
、
以
後
い
く
つ
か
の
問
問
も
あ
っ
た

が
、
現
作
第
三
期
仁
訴
ま
で
終

γ、
ほ
と

ん
ど
の
校
舎
が
完
成
し
て
、
本
年
内
月
よ

り
犯
教
場
の
生
徒
も
如
何
A

引いけ
で
勉
強
に
川

ん
で
い
る
。

年
度
削
山
第
状
況

三
十
六
年
度

一二

O
一
坪

三
十
七
年
度

五

O
O坪

三
十
八
年
度
五
四
二
体

三
十
九
年
度

一九六件（
木
造
校
令
務
引
J

三
十
九
年
度
計
画

一
七
凶
坪

屋
内
法
育
館
五
九

0
．坪
は
三
十
九
年
度

中
に
建
演
の
計
闘
で
あ
る
。

わたしたちが5才のとき朝日町が生まれました。
もうわたしたちは，，，学3年生て～九

五
箇
庄
小
屋
体
の
改
築

昭
和
二
年
に
挫
築
し
た
も
の
だ

が
室
内
が
附
く
、
特
に
天
井
が
低

い
の
で
、
充
分
な
体
育
出
削
減
が
で

き
な
か
っ
た
。
五
同
庄
小
学
校
々

友
会
で
は
、
昼
休
ん
己改
領
す
る
よ

う
、
町
当
局
に
嬰
畑
一す
る
と
と
も

に
一
部
崎
元
口
相
合
す
る
こ
と
な

ど
、
全
面
的
に
協
り
す
る
熱
意
が

示
め
さ
れ
た
。
当】
何
で
も
、
国
庫

補
助
認
定
申
絹
し
た
と
こ
ろ
内
定

が
あ
り
、
附
和
三
十
八
年
七
月
三

十
一
日
品
川
久
焼
事
入
札
の
砧
県
、

稲
村
佳
設
が
必
札
、

昭
和
三
十
八

年
八
月
三
門
店
ム
、

一
O
月
一一一

O

H
工
則
ど
お
り
完
成
し
た
ω

工
事
代
、V
4・’

と
り
こ
わ
し
川
町
教
・

J
川
作

山
泳
、
沖
数

．．． 
八
件

そ
の
削
の

．i
山
ド
（
泡
バ
ね
但
V

山
川
町
市
移
然
、
［
平

六

一昨

』
物
活
総
湾
工
事

五

川

町

の
，ι
n斗・
nxu

国
体
準
硬
オ
野
球

小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

で
開
か
れ
る

昭
和
三
十
三
卒
、
お
十

凶
国
民
体
育
大
令
が
江
山

県
で
閉
山
一
さ
れ
る
に
あ
た

り、

判
川
町
小
丸
山
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
十
円
十
九

日
か
ら
ニ
ト
J

・H
に
わ
た
包

っ
て
準
．倣
式
叫
打
球
が
寸
な

P

わ
れ
た
。

実
だ
か
つ
て
な
い
町
民

の
猷
辿
と
応
援
の
中
で
、

全
国
か
ら
選
決
さ
れ
た

強
豪
十
千
l

ム
が
華
々
し

く
新
を
競
っ
た
の
で
あ
る

（
十
い
〉
ご
一
笠
宮
勺
化
指
ド

袋
町

（
下
〉
堂
々
の
入
場
行
縫

社

4会』
:z:a; 

ゴヨE
同

体
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町

営

ブ

ー

ル

建

設

ト削
山芹
の
U
U
食
に
よ
り
、
近
似
て
の
仰
爪

浴
が
不
可
能
に
な
っ
た
り
で
、
夏
季
の
健

康
明
縫
と
中小
一一
指
議
の
た
め
、
プ
l

作
の

新
設
が
必
く
姿
切
開
さ
れ
、
昭
和

．．
 

十
じ
年

凶
月
、
町
民
プ
ー
ル
山
設
刈
成

M
m会
が

結
附
さ
れ
て
、
五

O
米
プ
l
ル
の
怨
設
計

一体
な
ら
び
に
資
金
計
阿
が
仁
て
ら
れ
た
し

町
担
問
会
で
は
附
和
二
十
八
年
五
月
町
常

．フ
l
山
建
設
を
詠
一向
、
制
月
中
ぷ
に
岩
下
、

八
八
完
成
し
た
。

ハ
施
設
の
概
要
V

川
長
水
路
プ
l

h
y

円択

さ

μ
0
メ
ー
ト
ル

巾

二

0
メ
ー
ト
ル

中引

深

久
タ
i
ト
及
び
タ
l
ン
側

一
、

一
メ
ー
ト
ル

山
火
一

、
一二
メ
l
卜

作

コ
l
F

九
コ
ー
ス

山
子
ど
も
プ
l

w

的
円

形

直
話

水
深

川

W
変

形

直
作

九
メ
ー
ト
ル

O
二一一

t
C
、
八
メ
ー
ト
ル

水
深

川
官
県
棟

脱
衣
場
、

洗
限
所
、

－
一一
メ
ー
ト
ル

ス
ベ
リ
ム
口
付
き

。
、
二

t
O
、七
メ
ー
ト
ル

役
所
、
物
置
、

νヤ
ワ
l
、

手
洗
所
、
水
容
場
を
技
術

新
町
に
＋
公
民
館
設
置

川
町

H
町
に
お
け
る
‘
メ
化
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、各
地
区
に
十
公
民
館
が
設
問
さ
れ
た
け

公
民
館
は
引
H
町
社
会
教
育
り
出
動
付
体

と
な
っ
て
、
十
作
間
地
道
に
根
気
椅
く
川

動
を
続
け
て
き
て
い
る
。

学
校
教
育
と
比
べ
、
地
設
、
人
、
お
JV
、

教
科
轡
等
に
忠
ま
れ
な

い
中

で
、
そ
の
日
動
は
地
叫
で
は
あ

・
吉
田

る
が
、
あ
る
と
き
は
比
く
、
あ

る
と

heは
家
庭
の
す
み
ま
で

教

も
、
人
の
心
の
中
ま
で
も
、
住

民
の
生
活
の
中
に
残
し
た
起
跡

A
Q

去

に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
そ

の
歩
み
の
中
に
数
々
の
成
川K
を

叫
ユ

…
あ
げ
て
レ
る
。

i
－
 

u
大
家
尽
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
H

H

山
崎
川
区
の
科
学
祭
礼
的
統

企
ア

、

ν
笹
川
の
公
民
館
結
掛
H

等
は
特

筆
さ
れ
る
成
問
別
で
あ
る
。

社
会
教
育
（
公
民
館
〉

出
動
と
し
て
、

国
阜
、
県
か
ら
波
記
さ
れ
た
も
の
は
、
各
地

区
に
枚
挙
に
つ
き
な
い
も
の
，
か
あ
り
、
・公

民
館
内
壁
に
と
こ
ろ
扶
し
と
そ
の
成
県
を

た
た
え
て
い
る
。

式

1政｛主jぷ人のけが制定されて、

成人式が行なわれるようになっ

人成＜一一

自
然
博
物
館
建
築

天
然
記
念
物
、

「
川
崎

庇
A
14

樹
革
」

を
小
心
と
す

る
宮
崎
白
熱
時
物
館

一
帯

の
資
料
の
展
示
と
保
管
を

目
的
に
、
H
H
n
u
－－f
Ll
ド
r

t
u

は
己
専
一士

一
壬
J
ノ

乃
に
出
比
さ
れ
た
山
崎
支

所
を
転
用
し
て
、

同
年
ト

二
月
自
然
、
凶
物
館
山
物
を

控
築
し
た
。

てから、 本年で第16回呂を数え

る。昭和32年 1月15日第 9回成

人式がはじめて全町成人者を一

主にwめて行なわれたが、これ

が第1l"Q"J •:aw 町成人式である。

社会教育研究大会

il(i fi 1 30王｜三日月、町の社会教ffの掠~1［をは

以後‘回を亜ねること 5回、新生仏i型動

のjぷ山をあ(-fて~.る。

かるため．掠 l四社会教f1研究大矢がUIJW 

の推進等社会教育の重要性が強調され、 そ

ぶれた。

やー青

年

学

級

開

設

附
和
二
十
八
年
に
部
門
年
学
教
振
興
訟
が

制
定
さ
れ
、
更
に
二
十
九
年
の
合
併
に
川
け

な
い
指
噂
体
制
が
充
実
さ
れ
て
、
喜門
付ド
の

生
活
に
結
び
つ
レ
た
学
習
活
動
が
ま
す
ま

す
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
学
習
活
動
ほ
地
道
な
が
ら
勤
労
青

年
の
生
活
意
訟
の
向
土
、
地
統
社
会
の
発

展
に
少
な
か
ら
ぬ
成
出
棋
を
あ
げ
、
県
の
慢

良
青
年
学
級
友
ど
を
そ
ふ
り
た
掌
績
も
少
な

’・
p
h

、。

〆、
J

’U1
h
uv
，

現
在
、
間
服
補
助
対
象
学
級
六
、
・一

的

学
級
四
の
学
級
が
閥
役
さ
れ
て
お
り
、
約

三

O
O
名
の
学
微
生
ぷ
働
き
な
が
ら
こ
こ

に
学
ん
で
い
る
。
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正 しい野外活動のありかたを求めて

昭和 39 ~i' S月！日
月 刊（忍月10目先行Jひあ（~f結紛糾）務108号

背少年の・1'f外r.~..WJが、年を造って活発になっている今H 、

野外16fV.に必lするii：しいm裁と肢I廷を身につけ、干jf1おな~·f

外活搬m持者を~ょする目的で. rm和321ド7J i県教をと）I~
｛庄で、 出 ll11lt.1J川町教（） キャンブ指導J；講習l~Ti:馴はlで開

設しt~o
以珠山21111上（＇，＇＼）：.お 3111IJ!!,:1I：、 m~1 I・，，UVJ山、部51叶！fl

の.H~tJ.，； 、 u~u 1uト~／dll 、 江·~ 7 I！.＇，長~·！県 ，j，；崎；却！畔、 釘J 8凶城山

と回を。1 1,！~るこ と 8 l国そのぼに育成された指if1.仰よ 200名
以上を数え、ft!!.{r::な野外活盟！をf官！：&11 して＼，•る。

：婦

人

の

地

位

を

高

め

る

た

め

に

昭
和
三
十
五
年
以
来
文

部
省
は
附
人
教
育
の
品
展

充
実
の
た
め
、
文
部
行
笹

川
明
畑
入
学
級
を
開
設
し
、

一
州
入
学
級
門
万
円
の
委

嘱
践
を
交
付
し
、

市
町
村

の
教
育
委
員
会
に
開
設
さ

せ
て
い
る
。

朝

U
町
文
部
省
委
嘱

ω

入
学
級
は
、
昭
和
三
十
七

年
大
家
庄
綿
入
学
級
を
皮

切
り
に
、

一
ニ
十
八
年
は
県

指
定
五
箇
庄
姉
入
学
級
を

開
放
し
、
日
向
学
級
と
も
に

多
大
の
成
川
氏
を
あ
げ
、
な

お
三
十
九
年
度
は
、
五
筒

庄
、
泊
二
婦
人
学
級
が
委

唱
を
ず
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
主
同
に
基
づ
い

て
一
年
間
み
っ
ち
り
助
悩
し
、
良
き
主

ω

に
な
ろ
・
っ
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

わ

が

町

の

文

化

財

を

た

ず

ね

て

川判
H
町
は
M
閣
の
闘
の
股
北
端
に
位
躍

し
、
中
央
に
速
く
離
れ
て
は
い
た
が
、
昔

か
ら
文
化
の
町
と
し
て
県
下
に
広
く
知
ら

れ
て
お
り
、
十
日
く
は
縄
文
土
器
、
石
器
を

中
心
と
す
る
追
跡
の
中
に
古
代
文
化
が
し

の
ば
れ
、
美
術
、
占
交
替
、
民
俗
資
料
、

史
忠
弘
勝
、
天
然
記
念
物
等
数
多
く
武
重

な
文
化
財
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
一
部
の

愛
好
打
、
研
究
家
に
よ
っ
て
制
々
と
調
査

研
究
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
は
町

民
の
父
化
的
向
上
の
た
め
、
ま
こ
と
に
残

念
な
こ
と
で
あ
る
と
、
昭
和
三
十
八
年
十

ニ
バ
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
、
調
査

委
員
会
を
設
け
て
、
文
化
財
の
調
査
顕
彰

に
あ
た
っ
て
い
る
。

i
内

‘
『

M
M
J
史
的
な
町
村
合
併
が
行
な
わ
れ
て
け
組
合
必
服
し
、
よ
う
や
く
本
年
度
よ

以
来
切
に
十
年
、
わ
が
町
の
公
報
「
あ
り
川
崎
六
ペ

ー
ジ
出
発
行
ま
で
憎
ぎ
っ

さ
ひ
」
も
百
八
号
を
数
え
る
に
圭
つ
け
た
。

た
。
十
年
は
長
く
し
て
対
く、

制
く

し

新

聞

雑
誌
や
週
間
紙
と
迎
っ
た
性
格

て
ま
た
長
い
。
時
間
と
夜
間
を
乗
り
越
を
も
っ
立
場
か
ら
、
ま
た
会
報
と
い
う

え
て
き
た
十
年
は
実
に
歴
史
的
な
怯
紀
一
－
つ
の
形
式
に
陥
り
勝
ち
な
編
集
を
蕃

・’

の
縮
図
で
あ
り
、
幾
星
霜
と

戒
し
な
が
ら
今
H
ま
で
号
を
追
っ

て
来

と

い
う
古
風
な
表
現
も
ま
た
そ
た
が
、
と
き
に
は
町
民
の
中
か
ら
堅
苦

’

h
ゅ

の
た
め
に
作
ら
れ
た
言
葉
の

し
い
偏
向
編
集
や
、
記
事
内
容
の
貧
困

パ

よ

う

に

も

思

え

る

。

等

ま
で
指
摘
を
蛍
け
る
こ
と
さ
え
あ
っ

F
d

・公
判

「
あ
さ
ひ
」
は
こ
の
た
が
、
常
に
町
民
に
親
し
ま
れ
る
公

年

r
O
十
年
川
、
町
の
朕
・
火
を
正
し
刻
、

待
た
れ
る
会
報
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

汁
．

く
記
掠
し
、
こ
れ
を
背
く
町
て
編
集
し
て
き
た
こ
と
を
付
言
し
て
お

て

え

民
に
知
ら
せ
て
き
た
。
そ
れ
き
た
い
。

五
」
て

ら
の
一
つ

一
つ
が
今
や
円
断

・
百
八
号
を
記
鉢
す
る
わ
が
公
報

「
あ

．
ド
｛

と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
こ
ぎ
ひ
」

が
、
こ
こ
に
町
村
合
併
十
周
年

¢

に

と
ば
に
よ
っ
て
引
き
川
さ
れ
を
記
念
し
て
特
集
号
を
編
集
し
、
町
民

事
～

己

依
に
あ
る
わ
が
子
が

U
の
許
各
仰
の
お
手
許
に
お
く
る
。

j
i
に
uw
り
叫
取
れ
る
に
似
て
、
な

中
の
記
事
一
つ
一
つ
が
町
民
全
体
に

町
．

結

っ
か
し
く
も
ま
た
愛
着
禁
じ
と
つ
て
「
知
友
遠
来
、
ま
た
楽
し
か
ら

t
（

得

な

レ

も

の

が

あ

る

。

ず

や

」
の
感
を
深
く
す
る
こ
と
を
疑
わ

I
J

百
八
号
を
虻
以
す
る
こ
の
な
い
。

・
史

「
あ
さ
ひ
」
が
発
刊
さ
れ
る
制
わ
く
ば
凶
川
市
主
義
や
、
趣
味
で
な

来
包

に
．
余
っ
た
レ
き
さ
つ
や
、
こ
く
、
大
げ
さ
な
表
現
だ
が
、
温
古
知

一

日
u

こ
に
預
る
ま
で
の
問、

勉

多

新

、
十
勾
の
歩
み
の
中
の
一
つ
一
つ
の

一

の
同
紙
に
池
辺
し
、
人
知
れ
ぬ
判
労
を

記
事
を
令
中
で
出
め
、
な
で
さ
す
り
、

し
た
こ
と
も
、
既
に
商
号
記
念
特
集

υ
す
か
し
て
見
ょ
う
で
は
な
い
か
。
そ
の

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

中
か
ら
必
ず
や
新
し
い
町
発
展
の
鍵
が

内
定
・
、
同
格
、

形
式
、
そ
の
他
予
算
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
る
で

卜
．
の
削
題
等
、
数
え
切
れ
な
い
幾
多
の
あ
ろ
う
乙
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。


